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報道関係各位 

ノバルティス ファーマ株式会社 

「ノバルティス老化および老年医学研究基金」 
2007年度（第21回）研究助成受賞者決定 

「ノバルティス老化および老年医学研究基金」（主催：社団法人 日本老年医学会）の2007
年度（第21回）研究助成の受賞者5名と海外研究交流助成の受賞者3名が別紙のとおり決定

されましたので、お知らせいたします。 

「ノバルティス老化および老年医学研究基金」は、主に老化にともなう生化学的、薬学的、

免疫学的、医学的分野の研究を支援し、老年医学および老年病学の革新的な研究を促進さ

せることを目的として、1986年に設立されました。 

健康科学大学 学長で本プログラムの選考委員長の折茂肇先生は、次のようにコメントし

ています。「アンチエイジングに対する期待が高まっている現代においては、老化および

老年医学の研究はますます重要になっています。ノバルティス老化および老年医学研究基

金は、今年で21回目を迎え、基礎から臨床まで、老化および老年医学分野の多くの研究に

多大な貢献をして来ました。今後はこれらの革新的な研究の臨床への応用成果が大いに期

待されます」 

2007年度授賞式は、6月21日（木）、札幌市のロイトン札幌で開催される第49回日本老年

医学会学術集会の公式行事として行われ、22日（金）には2005年度の受賞者5名が、同学

会にて研究成果を発表します。 
記 

 主   催： 社団法人 日本老年医学会 
 協   賛： ノバルティス ファーマ株式会社 
 授 賞 式： 2007年6月21日（木） 

 於：第49回日本老年医学会学術集会（ロイトン札幌：札幌市） 
 応 募 数：  研究助成 12件・海外研究交流助成 3件 
 助 成 金： 研究助成：各150万円、海外研究交流助成：各35万円 

（税込・総額855万円） 
 受 賞 者： 別紙参照 
 選考委員： 別紙参照 

以上 

ノバルティス ファーマ株式会社について 
ノバルティス ファーマ株式会社は、スイス・バーゼル市に本拠を置くヘルスケアにおける世界的

リーダー、ノバルティスの医薬品部門の日本法人です。ノバルティス グループ全体の2006年の売

上高は370億米ドル（約4兆2,943億円）で、当期純利益は72億米ドル（約8,354億円）、研究開発費

は54億米ドル（約6,205億円）です。約100,000人の社員を擁しており、世界140カ国以上で製品が販

売されています。http://www.novartis.co.jp/  
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ノバルティス老化および老年医学研究基金 
2007年度（第21回）研究助成受賞者 

 

 

［五十音順／敬称略］ 

《研究助成受賞者》 
 
いいじま   かつや 

飯島 勝矢  （東京大学 大学院医学系研究科 加齢医学講座・講師） 
血管老化における分子機序の解明 -長寿遺伝子 Sirt1の役割- 

か い    ひさし 

甲斐 久史 （久留米大学 医学部 内科学講座・助教授） 
[18F]-Fluorodeoxyglucose-Pesitron Emission Tomography (FDG-PET)/CT法を用いた頚動脈硬

化病変の活動性評価とリスク層別化 
 
く ぼ   とおる 

久保 亨  （高知大学 医学部 老年病科・循環器科） 
地域在住高齢心筋症患者の病態に関する検討 
 
はやし   と し お 

林 登志雄  （名古屋大学 医学部 老年科・講師） 
血管老化を標的とした一酸化窒素、活性酸素制御を介する高齢者進行動脈硬化症退縮療法 
 
やすだ  おさむ 

安田 修 （大阪大学 大学院医学系研究科 老年・腎臓内科・助手） 
新規アポトーシス誘導因子Apopによる心血管系の老化制御に関する研究 
 
 
 
 
《海外研究交流助成受賞者》 

くにえだ たけしげ 

国枝 武重 （千葉大学 大学院医学研究院 循環病態医科学） 
留学先：University of Pennsylvania 
 
さとう   ただし 

佐藤 匡  （順天堂大学 医学部 呼吸器内科） 
留学先：University of Nebraska Medical Center 
 
はら けんじゅ 

原 賢寿 （新潟大学 医歯学総合病院 神経内科） 
留学先：Duke Center for Human Genetics, Duke University Medical Center 
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<選考委員長> 

折茂 肇  先生 （健康科学大学 学長） 

<選考委員> （五十音順） 

犬塚 貴  先生 （岐阜大学大学院医学研究科 神経内科･老年学分野 教授） 

太田 壽城 先生 （国立長寿医療センター 病院長） 

大庭 建三 先生 （日本医科大学附属病院 老人科 教授） 

近藤 宇史 先生 （長崎大学医学部附属原爆後障害医療研究施設  

分子情報制御研究分野 教授） 

齋藤  康  先生 （千葉大学大学院医学研究院 細胞治療学 教授） 

高柳 涼一  先生 （九州大学大学院医学研究院 老年医学 教授） 

土居 義典  先生 （高知大学医学部 老年病科 教授） 

長瀬 隆英  先生 （東京大学大学院医学系研究科 呼吸器内科 教授） 

丸山 直記  先生 （東京都老人総合研究所 加齢臓器障害研究グループ グループリーダー） 

横出 正之 先生 （京都大学医学部附属病院 探索医療センター探索医療臨床部 部長） 

<幹事> 

井上 聡  先生 （東京大学大学院医学系研究科 老年病学） 

 

 

 

 




